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３. 土砂災害研究部の降雨に関する
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１．気候変動による降雨の変化
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・日本の年降水量には長期変化傾向はみられない．

・1898年から1920年代半ば，1950年代，2010年代以降
に多雨期がみられる．

・1970年代から2000年代までは年変動が比較的大きい．

年降水量偏差の経年変化
(1898〜2021年の124年)

出典：気象庁HP，日本の年降水量

基準値：1991〜2020年
の30年平均値（51地点）

多雨期 多雨期 多雨期

年変動大
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1時間降水量50/80mm以上の年間発生回数の
経年変化(1976～2021年の46年)

出典：気象庁HP，大雨や猛暑日など
（極端現象）のこれまでの変化

全国のアメダスによる
観測値を1300地点あ
たりに換算した値

全国の1時間降水量50mm・80mm以上の
年間発生回数は増加している．
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日降水量200/400mm以上の年間日数の
経年変化(1976～2021年の46年)

全国のアメダスによる
観測値を1300地点あ
たりに換算した値

出典：気象庁HP，大雨や猛暑日など
（極端現象）のこれまでの変化

全国の日降水量200mm・400mm以上の
年間日数は増加している．
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2. 近年発生した土砂災害
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2000～2021年の22年間に発生した土砂災害

データ：国土交通省砂防部

・年平均では約1200件の土砂災害が発生している．

・がけ崩れ（急傾斜地崩壊）が約67％を占めている．
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近年の豪雨による大規模土砂災害（西日本豪雨）

出典：国土交通省砂防部HP，平成30年
7月豪雨による土砂災害概要 8



出典：国土交通省砂防部HP，
平成30年の土砂災害 9

平成30年7月(西日本)豪雨の土砂災害発生状況



出典：広島県HP，平成30年7月豪雨
による土砂災害の発生状況

西日本豪雨による広島県の土砂災害発生状況
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西日本豪雨による呉市天応地区の被害状況

上流域では土石流，下流域では土砂・洪水氾濫が発生

大屋大川
背戸ノ川

広島呉道路

国道31号・
JR呉線
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土砂災害発生状況
（新潟県村上市小岩内地区）

出典：・気象庁HP，8 月1 日から6 日の前線による大雨，令和4年8月3日から4日にか
けての大雨に関する新潟県気象速報（第2報）
・国土交通省砂防部HP，令和4年8月3日からの大雨による土砂災害発生状況

線状降水帯の雨域

降水量の時系列

令和4年8月3日からの大雨による土砂災害（新潟県）
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積算降水量の分布（アメダス）



国道８号および北陸道の被災状況
（福井県南越前町）

令和4年8月3日からの大雨による土砂災害（福井県）

出典：・気象庁HP， 8 月1 日から6 日の前線による大雨，令和4年8月3日
から4日にかけての大雨に関する新潟県気象速報（第2報）
・国土交通省近畿地方整備局HP，福井県災害時交通マネジメント
検討会（第３回）記者発表

積算降水量の分布（アメダス）

線状降水帯の雨域

降水量の時系列
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降雨に起因する土砂災害

➢毎年の土砂災害発生データは，1982（昭和
57）年から2021（令和3）年の40年間（国
土交通省砂防部）

➢年間の土砂災害発生件数には，地震や融雪な
どに起因する災害も含まれるため，梅雨や台
風など降雨で発生した土砂災害だけを抽出

➢使用データ：気象・地象別土砂災害発生状況，
土砂災害の実態（一般財団法人砂防・地すべ
り技術センター発行）
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1時間降水量50mm以上の発生
回数と降雨に起因する土砂災害
発生数との関係

日降水量200mm以上の発生日
数と降雨に起因する土砂災害発
生数との関係

年間の降水量と降雨に起因する土砂災害との関係
(1982～2021年の40年）
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年間の降水量と降雨に起因する土砂災害発生数の推移
(1982～2021年の40年）
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気候変動による土砂災害の変化

出典：気候変動を踏まえた砂防技術検討会
第１回資料（令和２年１月）を元に作成

気候変動適応計画（平成30年11月27日閣議決定）

気候変動による土砂災害への影響，土砂災害に関す
る適応の基本的な施策が定められている．

気象の
変化

パターン① パターン② パターン③

突発的で局所的
な大雨の増加

短時間強雨や
大雨の増加

台風による
大雨の増加

土砂災害
への影響

・降雨の降り始め
から土砂災害発
生までの時間が
短縮

・土砂災害の発生頻
度が増加

・計画規模を超える
土砂災害の増加

・深層崩壊等の増加

・計画規模を超える
土砂災害の増加

・深層崩壊等の増加
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３．土砂災害研究部の降雨に
関する調査・研究

①土砂・洪水氾濫に関する調査・研究

②画像を用いた降雨強度推定技術の開発
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近年頻発化の傾向にある土砂・
洪水氾濫の災害実態の把握・分析

・近年発生した土砂・洪水氾濫の流域での現地調査とデータ分
析から，発生区間の地形，発生要因，家屋の被災形態を把握

⇒ 調査結果は気候変動を踏まえた砂防技術検討会の資料および
気候変動に対応した土砂・洪水氾濫対策のための施策に活用

近年発生した土砂・
洪水氾濫の調査箇所
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土砂・洪水氾濫が発生した河川の流域面積
と生産土砂量の関係（航空レーザ測量等で流域の土

砂動態が把握されているH21～30の11事例）

・気候変動に伴う降雨特性の変化によって，表層崩壊等で多量の土砂が生産さ
れ，その土砂が下流域に運搬され保全対象付近に堆積しやすい特徴を有する流
域（土砂・洪水氾濫危険流域）を特定する手法を構築することが急務

・過去に土砂・洪水氾濫の記録がない流域であっても，近年発生した表層崩壊
を主たる土砂生産源とした土砂・洪水氾濫の発生した流域と同様の特徴（流域
面積や生産土砂量，被災地付近の河道縦断等を代表的な指標）を有する流域は
土砂・洪水氾濫危険流域とみなし，可能な対策を進めていくことが重要

10 

100 

1,000 

10,000 

1.0 10.0 100.0 1000.0 3

生
産
土
砂
量

流域面積（km2）

（千m3）

参考：比生産土砂量1万～10万m3/km2台

総頭川
天地川 大屋大川

北川
寒水川

白木
谷川

赤谷川 戸蔦別川

登川

那智川剣川

土砂・洪水氾濫は
流域面積3km2以上の流域で発生，
生産土砂量10万m3以上となる傾向

土砂・洪水氾濫が発生した河川の勾配と
被害家屋数の関係（対象河川はH29.7九州北部
豪雨１，H30.7豪雨３，R1台風19号１の計５河川）

土砂・洪水氾濫の災害実態の把握・分析

20気候変動を踏まえた砂防技術検討会（第２回）資料より抜粋



「土砂・洪水氾濫により大きな被害のおそれのある流域の
調査要領（案）（試行版）」を発出（令和4年3月18日）

土砂・洪水氾濫により大きな被害
のおそれのある流域の抽出 流域の特徴に関する調査の概念図

宮城県丸森町で発生した土砂・洪水氾濫（令和元年）

広島県呉市で発生した土砂・洪水氾濫（平成30年） 国土交通省水管理・国土保全局砂防部作成

土砂・洪水氾濫により大きな被害の
おそれのある流域の調査
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画像を用いた降雨強度推定技術
・一般的に地上雨量計で用いられる転倒マス型の雨量計は，80mm/h
を超えるような強雨域では精度が低下する等の計測限界が存在すること
から．強雨域での推定手法として，CCTVカメラ等の画像を利用した降
雨量推定方法を検討した．

画像から降雨強度を推定する方法

① 降雨時のカメラ画像は，雨滴と背景が合
成された映像となり，右図の赤破線で示すと
おり背景画像が平滑化されたようになる．

降雨無しの画像
0 mm/10min 11 mm/10min

② 降雨がある場合は雨滴の影響で画像全体
が白っぽく，濃淡の差が小さくなる状況を
活用して降雨強度を推定する．

降雨有りの画像

【横から見た図】

【上から見た図】

カメラ（CCTV）

雨滴
背景（樹木等）

雨滴の影響で見える背景
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降雨イベント中は解析領域2の10分平均輝度が増加し，雨がやむか小
康状態になると10 分平均輝度が減少した．また，1分平均輝度は時間分
解能が高いため，降雨強度の変動よりも細かく小刻みに変動した．

⇒適切な解析領域の設定・選定ができれば，輝度を用いて
降雨強度の変動を推定できる可能性がある．
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画像を用いた降雨強度推定技術

1分平均輝度，10分平均輝度，降雨強度の時系列変動を比較

画像上に16の解析領域を設定し，解析領域の平均輝度を取得



• 近年では，気候変動により短時間降雨量と土砂
災害発生数は増加する傾向があるが，現状では
降雨と土砂災害の変化についての具体的な関係
は不明な点が多い．

➢ 長期的な視野から，引き続き調査研究を継続
する．

➢ 災害発生時における被害状況の迅速な把握，
被害の発生及び拡大の防止，被災地の早期復旧
を支援する活動（TEC-FORCE）も積極的に
実施する．

まとめ
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ご清聴ありがとうございました．
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